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人が自分の老いに気づくのは､ 身体的徴候と
精神的・社会的体験からであり､ その中でも前
者によるものが多いと言われている１)｡ 自己の
老いに直面したとき､ それを受け入れることが
難しい場合には､ 不満足感やうつ､ 不安や絶望
感などが高まるとも言われている２)｡ しかし､
我々が看護を通して出会った高齢者は､ 身体機
能の低下という老いに直面しながらも､ いきい
きと過ごしているように感じ､ 関心を持った｡
高齢者のいきいきとした姿をとらえる概念に
は､ サクセスフルエイジングという概念がある｡
サクセスフルエイジングは ｢人生に納得し満足
して過ごしているプロセス｣３)～８)であり､ それ
を規定する要因に関する研究が少しずつ行われ
ている｡ しかし､ 高齢者がより満足して歳を重
ねることができるよう支援するためには､ サク
セスフルエイジングだけでなく､ そこに至るま
での要因を知ることも重要であると我々は考え
た｡ しかし､ 現時点では､ そのことに焦点を当
てた研究はされていない｡
以上のことから我々は､ サクセスフルエイジ
ングに至る体験とその要因を明らかにすること
を研究目的とした｡
	 
  
サクセスフルエイジングに関する研究を検索
したところ､ サクセスフルエイジングを規定す
る要因には【満足】【健康】【自負心】【チャ
レンジ】【参加】【自己保存】があり３)～８)､ そ
の中でも老いを肯定的に受け入れるという意味
を含む【満足】がサクセスフルエイジングを生
きる第一歩となっていた｡
一方バルテスは､ サクセスフルエイジングの
前段階があることを示していた｡ その起点には
老いの自覚につながる喪失が含まれており､ 主
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本研究の目的は､ 身体機能の低下によって老いを自覚した高齢者が､ 自らの老いを自覚した時点から､ それを受けと
め､ サクセスフルエイジングの道を歩み始めるまでの体験に焦点を当て､ サクセスフルエイジングに至る体験と､ その
中でもサクセスフルエイジングをもたらす要因について明らかにすることである｡ 『サクセスフルエイジングに至る体験』
は､ 14のカテゴリーに分類された｡ さらに､ 『サクセスフルエイジングに至る体験』 に影響する要因として【老いの捉え
方】【性質】【支え】があることも明らかとなった｡
身体機能の低下により老いを自覚した高齢者が､ サクセスフルエイジングに至るまでの体験では､ 自分の老いと向き
合い模索する中で､ 一人ひとりが自分なりに [ありのままの自分を受け入れる] という体験をしていることが明らかに
なった｡ このことから､ 高齢者の今まで生きてきた人生や思いを理解し､ 一人ひとりが辿るサクセスフルエイジングへ
至る模索を支えていくこと､ また､ 同じ体験を共有できる仲間や支えてくれる家族の存在が重要であることが示唆され
た｡
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な老年期の喪失は心身の健康の喪失であること
が明らかとなった９)｡
しかし､ 高齢者が老いを自覚してから､ サク
セスフルエイジングに至るまでの体験に焦点を
当て､ 分析している研究はまだ見当たらなかっ
た｡ そこで本研究では､ 身体機能の低下により
老いを自覚してから､ サクセスフルエイジング
の第一歩である ｢老いを肯定的に受け入れる｣
までの体験を明らかにすることとした｡
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本研究の目的は､ 身体機能の低下によって老
いを自覚した高齢者が､ 自らの老いを自覚した
時点から､ それを受けとめ､ サクセスフルエイ
ジングの道を歩み始めるまでの体験に焦点を当
て､ サクセスフルエイジングに至る体験と､ そ
の中でもサクセスフルエイジングをもたらす要
因について明らかにすることである｡
文献検討より､ サクセスフルエイジングに至
るまでの体験とその要因に関しては､ 十分に研
究がなされていないことが明らかとなった｡ よっ
て我々は､ 高齢者がサクセスフルエイジングに
至る体験とその要因を､ 質的帰納的に明らかに
することとした｡
１. 対象者
サクセスフルエイジングの規定要因のうち､
【参加】【チャレンジ】【健康】のいずれか､
または複数に該当する者として､ Ａ市内の社会
福祉協議会が行う高齢者対象の運動教室に参加
している高齢者とした｡
２. データ収集
半構成的なインタビューガイドを作成し､ 面
接調査を行った｡ インタビューガイドは､ 初め
て老いを自覚したときはいつか､ その時どのよ
うに感じたか､ 老いの自覚の体験について､ 老
いを受け入れる体験や要因についての語りが聞
けるように作成した｡ 初めて老いを自覚した時
の気持ちを尋ねた後に､ その後の気持ちの変化
を問うようにし､ 高齢者が時間経過にそって想
起できるよう考慮した｡
面接を行うにあたっては､ インタビューガイ
ドに基づき､ 対象者１名につき､ 研究者２名で
インタビューを行った｡ データ収集期間は､
2008年８月８日～８月21日である｡
３. データ分析方法
面接によって得られた内容は､ 同意を得て録
音し逐語録を作成した｡ 本来の意味を正確に理
解するため､ 対象者それぞれのサクセスフルエ
イジングに至る体験と考えられる語りを､ 文脈
を大切にしながらカテゴリー化し､ 老いを自覚
してから現在に至る体験や思いを整理して､ 分
析を繰り返し行った｡ 次に､ 対象者に共通して
いた現象を統合し､ 『サクセスフルエイジング
に至る体験』 とその要因を統合したものを図式
化した｡
４. 倫理的配慮
運動教室の参加者全員に､ 研究の趣旨と協力
は自由意思である旨を説明した上で協力を呼び
かけ､ 研究協力の意向を示した方に対して､ 研
究者が個別に､ 再度研究の趣旨及び方法を説明
した｡ その上で､ 面接を依頼し､ 同意の得られ
た方のみを研究対象とした｡ また､ 途中でも協
力を辞退できる旨を保障した｡
面接実施時は､ 協力者の体調に十分配慮した｡
また､ 老いの自覚について振り返る場面では､
対象者の表情､ 心情のゆれにも十分注意を払い
ながら進めるようにした｡
記録や研究の成果は､ 個人が特定できない形
にまとめ､ 得られたデータはフラッシュメモリー
等に入力し､ 研究室の鍵つきの場所で保管し､
外部に漏れることがないようにした｡ データは
研究目的以外では使用せず､ 個人情報の保護に
努めた｡
尚､ 本研究を行うにあたっては､ 所定の倫理
審査委員会の審査を受けた｡
	 

本研究では､ 身体機能の低下により老いを自
覚した高齢者よりデータが得られた｡ そのうち､
研究者が各々に十分なインタビューが出来たと
思える４名について､ まず詳細に分析すること
とした｡ ここではその４名から明らかになった
ことを中心に述べる｡ ４名の年齢は60代３名､
80代１名であり､ 性別は女性３名､ 男性１名で
あった｡
個々の高齢者の語った文脈を大事にしながら
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詳細な分析を行うことで､ 身体機能の低下によ
り老いを自覚した高齢者の 『サクセスフルエイ
ジングに至る体験』 は､ 以下に述べる14のカテ
ゴリーに分類された｡ さらに､ 『サクセスフル
エイジングに至る体験』 に影響する要因として
【老いの捉え方】【性質】【支え】があること
も明らかとなった｡
また､ 『サクセスフルエイジングに至る体験』
には､ 大きく分けて [老いを自覚する] を経て
からすぐにサクセスフルエイジングに至るパター
ンと､ [老いを自覚する] からさまざまな模索
を経てサクセスフルエイジングに至るパターン
があることが明らかになった｡
１. 『サクセスフルエイジングに至る体験』
[老いを自覚するきっかけとなった出来事がお
こる]
このカテゴリーには､ 外的な要因によって突
発的な出来事がおこる《予期せぬ出来事が起き
る》と､ 加齢によって徐々に身体機能が低下し
ていく《身体が衰える》の２項目があった｡ サ
クセスフルエイジングに至る体験はこうした出
来事との遭遇から始まっていた｡
[老いを自覚する]
Ａ氏の ｢若い頃と比べると､ まず足にきます
ね｣ や､ Ｃ氏の ｢物忘れをすることがたまにあ
るからねぇ｣ など､ 老いによる症状や身体の変
化そのものに対する自覚のことを [老いを自覚
する] とした｡
[生きがいを手放す]
Ｂ氏は老いに直面した際､ 老いそのものに伴
うつらさにとどまらず､ 今までの人間関係につ
いていけないといった新たなつらさが相俟って､
精神的に余裕がなくなる時期があったと述べた｡
この時､ 仕事などそれまで生きがいとしてきた
事柄を手放さざるを得ない状況があった｡ これ
を､ 我々は [生きがいを手放す] ととらえた｡
[落ち込む]
Ｄ氏は ｢(転んでから) がくっときてますねぇ｣
と語った｡ 老いを自覚する以前のようにはいか
ない現在の自分を実感し､ また以前との違いに
自身では対処しようがない状況による心の揺れ
を [落ち込む] としてとらえた｡
[今までの人生を振り返る]
老いを自覚し､ 生きがいも手放して落ち込ん
だ人は､ それぞれに､ これまでの自分の生き方
や頑張ってきた人生を客観的に振り返る体験を
していた｡ この現象を [今までの人生を振り返
る] とした｡
[肩の荷を降ろす]
Ａ氏は自身の人生を振り返ることで､ ｢あま
りにも荷物をしょいすぎているから､ 一つずつ
その荷物を降ろそうと思った｣ と語っていた｡
自分自身に課していた義務や役割を自分の意思
で降ろそうと考えることを [肩の荷を降ろす]
とした｡
[楽になる]
こうして肩の荷を降ろした人たちは､ 時間的
にも､ また精神的にも余裕を持つことができて
いた｡ この現象を､ [楽になる] と表現した｡
[これまでの生き方に自負心をもつ]
精神的にも余裕を持って自身と向き合った時､
今まで十分やりきった過去の自分を見出してい
た｡ そのことに誇りをもつことができたことを､
[これまでの自分の生き方に自負心をもつ] と
表現した｡
[身体症状が和らぐ]
これまで述べてきたような気持ちの変化は､
それまで体験していた加齢に伴う身体的苦痛が
軽減することにより後押しされていた｡ これを
[身体症状が和らぐ] とした｡
[他者との交流を勧められる]
また､ このような時期に他者と関わるきっか
けができると､ 自分にだけ向いていた意識を他
者に転じることができていた｡ この現象を [他
者との交流を勧められる] とした｡
[今後の自分のあり方を考える]
自分自身の人生に自負心が持てると､ Ａ氏の
｢自分らしくどう生きるか｡ それにチャレンジ
してみたい､ という風に思って｣ という語りに
代表されるように､ 自分らしい生き方を模索し
始めていた｡ このように､ 今後どのように過ご
していくかを考える現象を [今後の自分のあり
方を考える] とした｡
[新しい出会いがある]
自分のあり方を考える上で､ 同年代の仲間や､
はつらつとしている先輩高齢者に目が向き､ 関
わり始めることを [新しい出会いがある] とし
た｡ このカテゴリーには､ 《仲間といる心地よ
さを感じる》と､ つらい思いをしているのは自
分だけではないということを､ 同年代の友人と
の交流を通して気付き､ 安心感を得るという
高知女子大学看護学会誌第36巻第１号 (2011)
― 67 ―
《身近な人の老いの程度を知る》の２つの項目
があった｡
[新しい生き方のコツをつかむ]
このカテゴリーには､ 何らかの障害にぶつかっ
ても楽しく生きていくコツをつかむという《自
分の気持ちの持ちようで楽しく生きていける実
感》と､ 《自分を落ち込ませないように保持す
る方法を知る》の２つの項目があることがわかっ
た｡
[自分のできる範囲で行動する]
Ｄ氏は ｢山登りは､ やっぱり息切れは人より
はすることはするんでねぇ､ その点は立ち休み
しながら行くとかねぇ､ 急がずにゆっくり行く
とか｣ と､ 自分の身体機能の変化に合わせて､
自分なりに工夫することで､ 今ある楽しみを継
続させていた｡ 何となく新しい生き方のコツが
つかめてくると､ 老いによって身体状態が変化
した後も､ 自分のありのままの姿を認め､ ｢で
きる範囲で行動すれば良い｣ と思えるようになっ
ていた｡ これを [自分のできる範囲で行動する]
とした｡
２. 体験に影響する要因
これまで述べてきた一連の気持ちの変化に対
して影響を及ぼす要因もあった｡
【老いの捉え方】
【老いの捉え方】には [マイナスイメージ]
[当たり前のこと] の２項目があることがわかっ
た｡ 前者の捉え方をしている人の場合､ 老いに
直面した際落ち込みがみられ､ サクセスフルエ
イジングに至るまでに紆余曲折の体験を経てい
た｡ 一方､ 後者の捉え方をしている人の場合､
老いに直面した際落ち込みが少ない､ あるいは
落ち込むことなくすぐに [自分のできる範囲で
行動する] ことができていた｡ 後者に該当する
Ｃ氏は､ ｢やがて年がいって動けんなってボケ
てもそれは仕方がない｣ と､ 今起こっている老
いやこれから起こりうる老いに対しても､ 常に
自分の状況を客観的に受け止め､ 当たり前のこ
ととして受け入れていた｡
よって【老いの捉え方】が､ 老いを自覚して
からサクセスフルエイジングに至るまでの体験
を､ 大きく左右させることが分かった｡
【性質】
【性質】とは､ もともと持っていた知識や性
格､ 抱いていた気持ちなど､ 各自のパーソナリ
ティを形成するもののことである｡ これには､
[一般的な老いの程度を知っている] [ものごと
を否定的に捉えず高望みしない] [誰かと一緒
にいたいと思っている] [自分の気持ちを誰か
に分かってほしいと思っている] の４項目があ
ることがわかった｡
【支え】
【支え】とは､ 老いを自覚した際の [落ち込
む] 程度を緩和させ､ 各人の 『サクセスフルエ
イジングに至る体験』 を支持し促進させる､ 精
神的支えのことである｡ これには､ [身近な人
が支えてくれている] [楽しみがある] [これま
で生きてきた道のりがある] [分かり合える仲
間がいる] の４項目があることがわかった｡
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サクセスフルエイジングに至る14カテゴリー
の体験と､ 体験に影響する要因を通して､ サク
セスフルエイジングをもたらす要因について分
析した｡
１. サクセスフルエイジングの第一歩
４者の 『サクセスフルエイジングに至る体験』
の語りから､ 身体機能の低下により老いを自覚
した高齢者は､ 皆それぞれに [自分のできる範
囲で行動する] ことで良いのだと考えられるよ
うになっていた｡ これは､ 自分の老いと向き合
い模索する中で､ 一人ひとりが自分なりに [あ
りのままの自分を受け入れる] という心境に達
しているのではないかと考えられた｡ 長谷川10)
は､ ｢自らの老いの現状を認めて､ 本当の自分
を受け入れることによって､ はじめて自分にふ
さわしい生活を見出すことができる｣ と述べて
いる｡ また､ ｢自分の心身の老化の状態を受け
入れずに､ いつまでも若いときと同じだと過信
しているとしたら､ すこやかに老いるというこ
とはもとより､ 豊かな老年期を過ごすことは難
しい｣ とも述べている｡ よって､ [ありのまま
の自分を受け入れる] とは､ 自分の老いを肯定
的に受け入れることであり､ 我々はサクセスフ
ルエイジングを歩み始める第一歩であると考え
た｡ 本研究で明らかになった ｢サクセスフルエ
イジングに至った状態｣ とは､ 老いにより身体
状態が変化した後も､ ありのままの自分を受け
入れている状態であると考えた (図１参照)｡
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２. サクセスフルエイジングに至る体験を左
右するもの
老いに直面した際落ち込みが少ない､ あるい
は落ち込むことなくすぐにサクセスフルエイジ
ングに至るパターンの人は､ ｢当たり前のこと｣
という【老いの捉え方】をしている人であり､
人間はみな老いるのだという捉えによって自分
だけが老いていくという思いを軽減させると考
えられる｡
一方､ [老いを自覚する] から様々な紆余曲
折を経てサクセスフルエイジングに至っていた
のは､ 老いに ｢マイナスイメージ｣ をもってい
る人であった｡ 老いを避けたい､ 老いることを
認めたくないという思いをもつため､ 老いに直
面した際に衝撃を受けやすくなり､ それが落ち
込みにつながったと考える｡ そのように落ち込
み立ち止まることが､ [今までの人生を振り返
る] きっかけとなっていた｡ その振り返りを通
して､ 自分の人生やそれに対する思いを言語化
したことで､ これまでの自分の生き方を意味あ
るものとして捉えることができたのではないだ
ろうか｡ また､ それにより満足感が得られ､ 新
たに [今後の自分のあり方を考える] ことがで
き始めたのではないかと考える｡
さらにその中で自分を落ち込ませないように
保持する方法を見出したり､ 分かり合える仲間
との交流を通して､ サクセスフルエイジングに
至る経過をたどっていた｡
このように､ 【老いの捉え方】は 『サクセス
フルエイジングに至る体験』 を紆余曲折な経過
にするか否かを左右することが分かった｡
３. サクセスフルエイジングに至る力
[誰かと一緒にいたいと思っている] [自分
の気持ちを誰かに分かってほしいと思っている]
というその人が本来持っている【性質】は､ 老
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いを自覚し､ 他者との交流が減ることで､ その
欲求が満たされず [落ち込む] 原因ともなって
いた｡ 老年期はこれまで継続してきた仕事や役
割を手放すなど､ 徐々に他者との交流が少なく
なってくる｡ つまり､ 他者との交流を縮小する
時､ [誰かと一緒にいたいと思っている] [自分
の気持ちを誰かに分かってほしいと思っている]
という【性質】は現実的に満たされず､ 『サク
セスフルエイジングに至る体験』 を困難にして
いたと言える｡
一方､ [一般的な老いの程度を知っている]
[ものごとを否定的に捉えず高望みしない] の
ような【性質】は､ 老いを自覚した際､ ｢つら
いのは自分だけ｣ という思いが生じにくいと考
えられる｡ むしろ ｢みな老いるのだから仕方な
い｣ ｢今できることをやろう｣ というような
[ありのままの自分を受け入れる] こと､ つま
り 『サクセスフルエイジングに至る体験』 を促
進させるものであったと言える｡ 以上より､ 個々
の持つ【性質】によって 『サクセスフルエイジ
ングに至る体験』 が異なってくることがわかっ
た｡
しかし､ 前述したような一見 『サクセスフル
エイジングに至る体験』 を困難にしているよう
に見える【性質】でも､ [誰かと一緒にいたい
と思っている] 分､ [他者との交流を勧められ
る] などの偶発的要因をより早く自分の中に取
り入れることにつながったと考える｡ また､
[自分の気持ちを誰かに分かってほしいと思っ
ている] という【性質】を持つ対象者は､ [新
しい出会いがある] ことで分かり合える仲間と
出会い､ 互いの気持ちを共有できていた｡
このように､ どのような【性質】であっても
その個々の【性質】は､ サクセスフルエイジン
グに至る力となると考えられた｡
４. サクセスフルエイジングを促進させるもの
嵯峨座11)は､ 高齢者の発達課題には ｢仕事と
活動｣ や ｢家族や友人とのつきあい｣ があげら
れるとし､ ｢発達課題にどのように上手に対応
するか､ あるいは実行するかが､ 高齢者の生活
満足度を大きく左右することになる｣ と述べて
いる｡ このことから､ ４者が老いを自覚した時､
仕事やサークルなどの [楽しみがある] こと､
家族や友人などの [身近な人が支えてくれてい
る] 状況や､ 同年代の [分かり合える仲間がい
る] ことというように､ 【支え】となるものが
あることが､ サクセスフルエイジングへ至る体
験を促進させていたことが明らかとなった｡
【支え】は､ 老いを自覚する前からのものと､
老いを自覚してからのものがあり､ その人がも
ともともっている【性質】などと違い､ 出会い
の場や､ 趣味や生きがいを通して 『サクセスフ
ルエイジングに至る体験』 をもたらしていた｡
【支え】は､ その人が辿る 『サクセスフルエイ
ジングに至る体験』 を促進するものであると考
えられる｡
５. 人生を振り返ることの意味
『サクセスフルエイジングに至る体験』 を語
るとき４者がみな､ これまでの生活史や生きて
きた時代に達成感や充実感等のポジティブな感
情を語っていた｡ 沖中12)は､ ｢高齢者が､ 前向き
に生きるための看護実践として､ 高齢者が老い
や身体障害について抱いてきた思いを語ること
によって負のラベリングを解放することが必要
である｣ と述べている｡ 今回のインタビューの
ような語りの機会は､ 人生における負のラベリ
ングを言語化することにつながり､ ポジティブ
なとらえ方へとつながると考えられる｡
このことから､ これまで生きてきた自分の人
生やそれに対する思いを言語化することは､ サ
クセスフルエイジングをもたらす上で重要な支
援となると考えられる｡
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以上の研究結果とその考察から得られた看護
への示唆を述べる｡
１. 高齢者が体験を共有できる場づくり
同年代､ あるいは年上の高齢者と交流ができ
る場があること､ またその場で対象のニーズに
合った楽しみが行われていること､ という２点
は､ サクセスフルエイジングに至る体験を促進
する大きな支えとなっていた｡ こうした､ 対象
者の個別性に合わせた場をつくることや､ 情報
提供をすることは､ 看護者として､ サクセスフ
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ルエイジングの第一歩である､ [ありのままの
自分を受け入れる] 体験を支えることとなるの
ではないかと考える｡
２. 昔語りを促す
[これまで生きてきた道のりがある] では､
これまでの生活史や生きてきた時代に達成感や
充実感等のポジティブな感情が語られた｡ 看護
者は､ これまで生きてきたその人の人生に対す
る思いを本人自身の中に意識化することの重要
性を理解し､ 高齢者が今までの人生についてど
のような思いを抱いているのかについて十分に
語れる機会をつくることが必要である｡ [これ
まで生きてきた道のりがある] ことを支えてい
くことは､ 高齢者が自身の力でサクセスフルエ
イジングに至ることを支援することにつながる
と考える｡
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本研究では､ 対象者４名の中から上述のよう
な示唆が得られた｡ 今後さらにケースを増やし､
サクセスフルエイジングに至る体験について一
般化をはかり､ 結果を精錬していくことが必要
であると考える｡
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身体機能の低下により老いを自覚した高齢者
が､ サクセスフルエイジングに至るまでの体験
では､ 自分の老いと向き合い模索する中で､ 一
人ひとりが自分なりに [ありのままの自分を受
け入れる] という体験をしていることが明らか
になった｡ このことから､ 高齢者の今まで生き
てきた人生や思いを理解し､ 一人ひとりが辿る
サクセスフルエイジングへ至る模索を支えてい
くこと､ また､ 同じ体験を共有できる仲間や支
えてくれる家族の存在が重要であることが示唆
された｡
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